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小
川
の
水
色
の
色
合
い
を
見
て
お
く
れ
よ
」

よ
【：

（
か

』

弓 （
か

』

弓

四
月
二
日
の
神
戸
は
、
春
雨
と
い
う
の
か
、
あ
い
に
く
前
夜
か

ら
の
雨
が
止
ま
ず
、
灰
色
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た
。

神
戸
港
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
前
夜
か
ら
身
体
を
休
め
て
い
る

”
北
欧
の
ス
ワ
ン
〃
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
イ
キ
ン
グ
シ
イ
号
」
（
二

一
、
八
九
七
ト
ン
）
も
、
ス
ッ
カ
リ
濡
れ
そ
ぽ
っ
て
い
る
。

二
月
に
入
港
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
船
「
サ
ガ
フ
ョ
ル
ド
号
」
に
引

き
つ
づ
い
て
、
今
年
二
番
目
の
豪
華
客
船
の
入
港
だ
。

前
夜
は
、
突
風
が
吹
き
荒
れ
た
せ
い
か
、
五
時
入
港
の
予
定
が

一
時
間
以
上
も
遅
れ
た
。

今
回
は
七
十
日
間
太
平
洋
一
周
航
海
の
途
中
で
神
戸
に
立
ち
寄

っ
た
も
の
で
、
二
月
七
日
に
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
出
発
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
（
上
海
、
香
港
）
を
回
り
、

神
戸
の
あ
と
は
、
横
浜
、
ホ
ノ
ル
ル
に
立
ち
寄
り
、
四
月
十
七
日

に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
帰
港
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
二
日
の
午
後
、
我
々
は
ロ
号
に
取
材
に
出
向
い
た
。

実
は
、
と
り
わ
け
乗
客
に
話
を
聞
こ
う
と
す
る
と
、
こ
の
ク
ラ

ス
の
豪
華
客
船
の
場
合
、
殆
ん
ど
が
お
年
寄
り
に
な
る
の
だ
。
た

い
て
い
、
第
一
線
を
退
き
、
悠
悠
自
適
の
生
活
を
し
て
い
る
人
た

ち
で
、
船
旅
の
経
験
も
多
く
、
我
々
か
ら
見
る
と
ま
さ
に
”
特
権
“

55

「
白
地
の
バ
ッ
ク
な
ん
だ
け
ど
、
ホ
ン
ト
は
黒
に
し
た
か
っ
た
の

M 鯵全園瀞，

「
あ
あ
、
そ
う
だ
よ
。
上
海
で
見
た
風
景
な
ん
だ
よ
。
柳
の
緑
と

「
ホ
ン
ト
、
水
の
濃
淡
の
加
減
が
ト
テ
モ
素
晴
し
い
わ
／
・
」

□
■
戸

■
■
可

」

7

弓

蝋'、
１国匡当

蝋'、
Ｉ国営

llly風_』llly風_』 ま
け
に
食
事
が
と
て
も
い
い
」

こ
の
オ
バ
ァ
チ
ャ
ン
は
、
今
回
が
六
回
目
の
船
旅
で
、
す
べ
て

ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
イ
キ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
、
つ
ま
り
、
ス
タ
ー
号
、
ス

カ
イ
号
、
そ
し
て
、
こ
の
シ
イ
号
に
乗
っ
て
い
る
。
余
っ
程
、
こ

の
ラ
イ
ン
が
お
気
に
入
り
の
よ
う
だ
が
、
案
の
上
、

些

ラ
ウ
ン
ジ
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
と
刺
繍
に
余
念
の
な
い
恰
幅

の
い
い
オ
バ
ァ
チ
ャ
ン
が
い
た
。
聞
く
と
ア
メ
リ
カ
人
だ
。

手
許
の
、
色
と
り
ど
り
の
糸
で
仕
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
中
国
の

風
景
画
を
我
々
の
前
に
差
し
出
し
て
、
ニ
ッ
コ
リ
笑
う
オ
バ
ア
チ

ャ
ン
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

階
級
の
よ
う
に
見

』 「
ロ
イ
ヤ
ル

量－．－誕謹録I : 灘ｉ
今夜のショータイムのためにレッスンが始まる

､

も

!iW鞠

「
ネ
ェ
、
オ
バ
ァ
チ
ャ
ン
。
こ
れ
中
国
の
風
景
な
の
？
」

と
、
盛
ん
に
ほ
め
る
。

だ
け
ど
目
が
疲
れ
る
か
ら
ね
え
」

ｉｌ－

甲＝

バ
イ
キ
ン
グ
は
、

ご
主
人
と
の
二
人
旅
で
、
ご
主
人
は
目

下
、
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
の
服
を
買
い
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
最
中
だ
そ
う
だ
。

今
朝
は
四
十
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
で

田
崎
真
珠
の
六
甲
台
工
場
を
見
学
し

て
来
た
と
の
こ
と
。
「
神
戸
っ
子
」

の
最
新
号
を
差
し
出
す
と
、
「
紙
が

良
い
」
と
変
な
と
こ
ろ
で
感
心
。
カ

ラ
ー
広
告
の
お
菓
子
や
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
な
ど
の
写
真
を
指
さ
し
て
は
〃
グ

ッ
ド
ノ
．
〃
の
連
発
。
わ
が
「
神
戸
っ

子
」
の
広
告
は
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
ア

チ
ャ
ン
に
も
大
い
に
受
け
て
い
る
の

だ
／
・刺

繍
バ
ァ
チ
ャ
ン
に
話
を
聞
い
て

－

－空

■

え
て
仕
方
が
な
い
の
だ
。

い
る
と
、
ハ
ロ
ー
ッ
と
い
っ
て

と
て
も
快
適
で
、
清
潔
で
、
お
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以
上
、
九
十
五
唖

と
い
う
こ
と
だ
。

う
一
人
の
実
に
恰
幅
の
い
い
オ
バ
ァ
チ
ャ
ン
が
や
っ
て
来
て
、
ド

ス
ン
と
ソ
フ
ァ
に
腰
を
下
ろ
し
た
。

刺
繍
バ
ァ
チ
ャ
ン
と
は
こ
の
船
で
友
だ
ち
に
な
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
恰
幅
バ
ァ
チ
ャ
ン
は
編
物
が
好
き
で
、
目
下
、
シ
ョ
ー
ル
を

編
ん
で
い
る
。
船
旅
は
六
回
目
。
ご
主
人
は
神
戸
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
中
と
の
こ
と
だ
。

図
書
室
を
抜
け
る
と
カ
ー
ド
室
。
何
組
か
が
ト
ラ
ン
プ
に
興
じ

て
い
る
。
別
の
部
屋
で
は
チ
ェ
ス
を
や
っ
て
い
る
。

受
付
の
ト
ン
ボ
眼
鏡
の
女
性
に
二
、
三
聞
い
て
み
る
。
パ
ー
サ

ー
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
い
る
と
い
う
彼
女
は
、
今
日
は
ズ
ッ

と
受
付
に
つ
め
て
い
る
の
で
外
へ
出
ら
れ
な
い
。
そ
い
っ
は
残
念

だ
、
今
度
神
戸
へ
来
た
と
き
に
デ
イ
ト
を
し
ま
し
ょ
う
、
と
約
束

を
し
て
別
れ
よ
う
と
す
る
と
、
何
よ
、
も
っ
と
真
面
目
に
取
材
を

し
な
さ
い
よ
、
と
通
訳
嬢
が
か
み
つ
く
。

「
こ
の
船
の
特
色
で
す
か
。
そ
う
ね
え
、
何
と
い
っ
て
も
水
準

が
高
い
こ
と
で
す
わ
ね
。
サ
ー
ビ
ス
に
し
て
も
、
二
十
四
時
間
フ

ル
タ
イ
ム
で
お
客
さ
ま
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
お
り
ま
す
」

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
今
回
の
航
海
で
は
九
十
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
、
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
が
ア
メ
リ
カ
の
お
金
も
ち
だ

た
ま
た
ま
ホ
ー
ル
の
前
を
通
る
と
「
リ
ハ
ー
サ
ル
中
」
の
貼
り

な
が
ら
見
て
い
る
の
が
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
氏
。
イ
ギ
リ
ス
人
だ
。

こ
の
人
に
話
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
熱
心
と
い
う
の
か
、
少

し
話
を
し
出
す
と
、
エ
キ
ス
キ
ュ
ー
ズ
ミ
ー
ノ
．
と
席
を
立
っ
て
振

り
つ
け
を
直
す
の
で
、
お
ち
お
ち
聞
い
て
も
お
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
分
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
船
に
は
十
八
人
の
芸
人
が
乗

り
組
ん
で
い
て
、
十
人
は
イ
ギ
リ
ス
人
。
彼
自
身
は
七
年
前
か
ら

こ
の
ラ
イ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
船
内
の
二
つ
の
ク
ラ
ブ
で
、

毎
晩
一
回
づ
つ
演
し
も
の
を
か
え
て
や
る
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、

「
南
太
平
洋
」
「
サ
ウ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
「
オ
リ
バ
ー
」
「
屋

根
の
上
の
バ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
な
ど
で
、
丁
度
今
は
「
メ
イ
ム
」

を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
こ
れ
ら
は
大
体
一
時
間
ぐ
ら
い
に
ま

と
め
て
し
ま
う
。
演
出
上
、
一
番
苦
心
す
る
の
は
、
一
時
間
な
ら

一
時
間
、
観
客
の
眼
を
舞
台
に
引
き
つ
け
る
に
は
ど
う
す
る
か
、

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
芸
人
は
い
ず
れ
も
キ
ャ
リ
ア
の
豊
か
な
人

ば
か
り
。
実
際
の
舞
台
が
見
ら
れ
な
い
の
が
残
念
だ
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
潮
に
、
我
々
三
人
は
下

船
し
た
。
こ
の
シ
１
号
は
、
十
月
十
一
日
に
も
神
戸
へ
立
ち
寄
る
。

そ
の
と
き
に
は
、
ト
ン
ボ
眼
鏡
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
嬢
つ
れ
て
ど
こ

か
へ
飲
み
に
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

紙
が
あ
る
。
ひ
ょ
い
と
扉
か
ら
首
を
っ
っ
込
む
と
、

特
設
の
舞
台
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
練
習
を
や
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
面
白
そ
う
だ
、
と
我
々
は
ド
ャ

ド
ヤ
と
踏
み
込
む
。
一
番
喜
ん
だ
の
は
カ
メ
ラ
マ

ン
だ
。
ジ
イ
チ
ャ
ン
、
バ
ア
チ
ャ
ン
ば
っ
か
り
と

っ
て
も
オ
モ
ロ
な
い
し
な
ぁ
…
…
と
先
ほ
ど
か
ら

ポ
ヤ
い
て
い
た
の
が
、
今
や
元
気
溌
刺
。
し
ば
ら

く
し
て
、
タ
イ
ツ
姿
の
数
人
の
女
性
が
ラ
イ
ン
ダ

ン
ス
を
始
め
る
と
、
「
ね
え
、
も
う
出
な
い
と
出

港
の
時
間
で
す
よ
」
と
声
を
か
け
て
も
、
知
ら
ん

ぷ
り
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
つ
づ
け
て
い
る
、
と

い
っ
た
具
合
だ
。

客
席
の
後
方
で
、
先
ほ
ど
か
ら
舞
台
を
気
に
し

町

ョ凡

世
界
的
な
流
行
セ
ブ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に

熱
中
す
る
婦
人
客
と
、
下
は

中
国
刺
し
ゅ
う
に
優
雅
な
婦
人
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卜とラストに利用するんです｡ 」

『 〔hid､+i、職

南
店
店
長村

山
俊
一

●キャンティコーナー

マ
ス
タ
ー榊
晴
夫

酒を飲む時は
雰囲気が大切
木村喬二さん
く灘酒･ 測鯉/ 木村酒造㈱社長〉

2 5 0 年の歴史をもつ灘の酒｢ 祁鯉」
から、この春｢ 純米・原酒_ I が新発
売。キャンティで自社の酒をロッ
クで楽しむ木村さん｡ 「日本酒でも
洋酒でも、酒を飲む時は雰囲気が

南店／洋酒の店創業1 5 年
神戸市生田区北長狭通2 丁目３
剛５: 0 0 ～A M 1 : ００壷3 9 1 - 3 0 6 0

両店とも年中無休

大切ですね。そんな意味から、キ
ヤンティはまことにお客様本位で
暖かい店です。だから私はスター

ヨノ｜■■＝ー■■■■＝■■
■

Ｆ
Ｆ吾冨Ｌ

北店／スープとパンとドリンク
神戸市生田区下山手通3 丁目8 - 9
P M 5 : 0 0 ～AＭ２:００壷3 3 1 - 3 6 6 1 且

堕警！ 塵
喋
一
癖
Ｌ

鼎
咽
一

ＱＵ
大紫苑淡路

交通

雪世p 刀＆ｰ 顎

妻
ｊ
閲
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店
主
敬
白

'独特の味を求めて､今日も。 ､<脚v8mq●、

雨
ｌ
】

龍≦年り
ま
す
。

ま
せ
ん
か
？
お
待
ち
し
て
お

す
か
っ
と
爽
や
か
に
過
ご
さ
れ

ズ
ン
は
や
き
鳥
と
ビ
ー
ル
で
、

暑
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
シ
ー

頃
と
、
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

慢
の
ト
リ
ド
リ
コ
ー
ス
は
バ
ラ

ね
ぎ
ロ
ー
ス
、
し
そ
巻
、
皮
（
力

す
と

は
千
八
百
円
也
。
こ
れ
ま
た
手

巻
、
身
巻
（
ト
マ
ト
味
）
、
ね
ぎ

そ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
と
申
し
ま

ま
で
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

巻
、
う
め
さ
さ
身
、
な
す
巻
、

わ
せ
が
上
手
い
」
と
お
か
げ
さ

子
で
あ
る
二
人
が
始
め
て
丸
一

欧
風
や
き
鳥
を
我
々
、
神
戸
っ

レ
ー
味
）
〉
等
々
で
す
。
当
店
自

エ
テ
ィ
に
富
｛
ん
だ
過
種
で
代
金

。
「
他
に
な
い
味
」
「
組
み
合

〈
セ
ロ
リ
巻
、
あ
す
ば
ら ＩＩ

-.華-.,

Ｉ
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
錘
一
”
一
一
』
一
一
一
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一
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、

生 F F 1 野道新世紀 』

I'霊タ 神戸市生田区下山手通2 丁目1 3 番地

＝＆

< 生田ソシアルビル1Ｆ〉金0 7 8（3 9 1 ) 3 0 2 8
日曜休(祝日営業）P M 5 : 0 0 ～P M 1 2 : 0 ０

確
り

生田神社西門すぐＬ－干F塁壁弾
三回Ⅱ

一一

多明女学篤一
旧蕊責妻館 〆

烏
々
彩
々

欧風やき鳥

トリドリ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



雲

、！／

騨読ｉ

､量■緑のまち
阪急六甲を

歩いてみませんか。
素敵なムードで
劫緋を…。

､ 』､ 設・,

尚 ら

鍵ｉｉ雷圃園詞Ｊｋ
函忍

･篭‘'や;矯
弛一
年罰
ｎ
ｏ
副
琴

も
働

皇
》
蕊

幸
呼
辱
一
℃
や

ぎ
ぎ

熱
，
昌
繊
Ｌ鼻

《
癖

密
鵬
鴬
ｆ

》
綱
》
鍵

蕊
竜
一
ｈ
ｌ

宮

－

弔

邑･ｉｈ

飛
白
！

零

ＭＣＤＵＲＩＴｑ風１Ｍ
冠078(861)5585

阪急六甲駅南口八幡神社西通り

ｒＥｑ

令＆
》、

霞雪雲 面

窪
一
一
『

甥
一
蕊

戸、呈

ノ

蓄穂の館
崩g 毎慶』…ん

、

も

▲

■

⑨専用駐車場1 0 台
営業時間１０A M ～1 1 P M

一
一
』

聖
露

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



別 Ⅷ １ 輪 冨 唖 脚 柴 鼓 菩 憲 蕪 ②

ひ

、

『
刃

可
旺自
一

●
、

悪
獅

､、
，

『

」

一

一

吟 』Ｂ Ｔ 、
蕊
､
l
》
獄
Ｊ
１
部
苦
講

１１
＝

,?
》津
訓ラ
ラ′
錫、
ｌラ
ラ

行
ご
酬
昨
昇
吋
洲
隠

ト
Ｌ

小首
割碑
函零
両､
に〔
-．

『
ま
１
ャ

通

〔-
ゴU
vE
ﾁ噺
鯛裟
劃Ｓ

勢
併 田 同 升 Ｅ 淵 慰 緬 引 皿 望 字 剤 ロ ー 元 ）

計 屈 望 ・ ヨ ｇ 耕 一 ・ 品 嗣 、 芽 鞘

ト

nＪマ
イ

型>
卜

■
ご 竜 鄭

暇＝
函
賂
Ｓ
蝿
、
雪
Ｊ
蕪
行
脚
蒲

Ｗ
ｑ ■
P
､

Ｆ
巳
『
」

Ｌ

虹

診
漁

⑥

＆

噺

』

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



神戸酉『店会
＊宝飾品ＪｅｗｅＬＰｅａｒｌｓ①宝飾ミキモ卜濡令孫ザ

MikimotopearlsIntGrmtionalHousｅ
②宝飾田崎真珠店鳥9 , ) ' Ｙ誰3 ：

ＴａｓａｋｉＰｅａｒｌｓ 元町巡二丁目
④宝飾タジマ（ 3 3 1 ）５７６１ＪｅｗｅｌＴａｊｉｍａ２．m o t o m a c h i
⑤時計と雲石需ta恩tch増hop計店蕊.薦謂卜アロ－ド

⑥宝飾神戸ダイヤモンド標) R 鳥ｄ３９７
ＫｏｂｅＤｉａｍｏｎｄ

＊紳士洋服・洋品T a i l o r ＆M e n ，ｓＳｈｏｐ
⑦紳士服柴田音吉洋服店潔｡ 照３胃

ＴａｉｌＯｒＳｉｂａｔａ 元町；舷一丁目

③ﾈ′’イ罷to細i乱aafザー{9熱｡ふ直舟･ユ⑨紳士賑三意洋服店煎 . 駕編
ＴａｉｌｏｒＭｉｔｕｅｉ元町通３丁目

⑩男子洋品フナキヤ螺 ｡ & ．；ｓ６
Ｆｕｎａｋｉｙａ

ｏ紳士服志i,鳥u黒洋月艮店熱駕ir'⑫洋晶雑貨サノヘ飢薦Ｊ９
Ｓａｎｏｈｅ

⑬ﾜｲｼ･ツ鷲be星rヒシヤツ駒.圃惑､品：国際会館南

⑭紳士服洋服の粋渡辺爆』厩璽: i _ : o r 9 lW a t a n a b e
⑮紳士服ニッケショールーム鰯｡ 蕊暫冒

N i k k e S h o w r o o m
⑰ 紳士服飾ウネ剛‘蕊７号Ｍｅｎ，ｓＳｈｏｐＵｎｅ 七ン夕－鐸

⑬紳士シャツ大和屋シャツ鰐畠( 2 : , ) あ2 ：ＹａｍａｔｏｙａＳｈｉｒｔ
⑰ﾒ ﾝ ズｳ ﾆ ｱ マーキュリー賊ﾘ ﾘ b 蝋&M e n ，ｓｗｅａｒＭＥＲＣＵＲＹ

⑬紳士服飾西川＆ 9 , 7 Ⅲ ﾛ 4 百 $

縛人学寺洋品幸adj零ｓhシ蝋石f
M a x i m

⑳服飾雑貨ヱスターニニュートン糾出: 8 ~ ｉＫ
ＥｓｔｈｅｒＮｅｗｔｏｎ

⑫ ﾊ ﾝ ドバ ｯ ｸ ｼ ラサ熟燕渥Ｓｈｉｒａｓａ

③べビ ｰ 用品フアミリア熱工蝉蛎：子供服Ｆａｍｉｌｉａｒ

⑲婦人服地シンヮ蔑穀鰐 } 澱

⑳洋傘オカダ域 ｡ 鯨； ¥ショールＯｋａｄａ

⑳洋装マスヤボ慈惑亨予Ｍａｓｕｙａ
⑳婦人服飾ハ§ニ ヤ誉ん駕欝繊魂Ｂｅｎｉｙａ
⑳婦人 ･ 紳士セリザワ統汽街もち丸＃
服飾ＳｅｒｉＺａｗａ Ｃｅｎｔｅｒ－Ｇａｉ

､毛皮農凧､言F辰i馬.馬店聴‘蕊‘瀬
⑳高級婦人服地．マツヤ蔚減 : 謝禰お仕立てＫＯＭＡＴＵＹＡ
⑳婦人服飾三愛鳥 9 , f ' 6 プ 8 秀Ｙ

Ｓａｎ－ａｉ

⑳オートク装苑沓 3 , ) ７丸５５Ｗ１
チュールＳｏｅｎ

⑳婦人服飾２z ‘ザ紺誇哨3 ：
幸装身具・服飾品A c c e s s a r y ・D r e s s

⑳べ・甲窓aC甲(T･息e,Sh3lwarEf煎撫Ｊ§
⑫ﾊ ﾝ ド: バツクイクシマヤ屑3 冊普了７：

Ｌｍｏｔｏｍａｃｈｉアクーセサリーl k u s h i m a y a
⑳ ｱ ｸ ｾ ｻ 零リー芸夢撫憾‘５；Ｇもｉｍｕ

⑭総ん紳士靴クロス撫輔8 丁( 代I ；高級舶来雑貨ＣｒｏｓｓＳｈｏｅｓ
⑮婦人 ･ 紳士靴ヨシオ力滑 3 , ）５丸，９Ｗ

ＩｎｆｒｏｎｔｏｆＤａｉｍａｒｕＹｏｓｈｉｏｋａＳｈｏｅｓ
＊矛 ﾛ 装 K i m o n o ､ G e t ａセンター街
⑮呉服ちんがら屋醗 & r 悪 i 9 8 ( 代）

Ｃｈｉｎｇａｒａｙａ

⑰呉服みよしや騨｡ 卿§為｡ 鳥. ＸＭｉｙｏｓｉｙａ

⑳衣裳照k a g』M・衣裳店慰鯛暑3 3 W
⑳衣裳つるや衣裳店馳､ 値蝿｡ ｉＲＸＴｕｒｕｙａ

繕容鰐tう抑あきら…｡鯉,, ,．‘，
ロ－ズあきら三常本通り ( 剛 ) 4 4 6 1

⑪美容美容室エリザベス三宮神社前
E I i z a b e t h B e a u t y S h o p （3 3 1 ）４９１７

＊美: 術。エ芸品Ａｒｔ
⑫美術元町画廊・若木屋蹴患亙悪Mo t o m a c h i G a l l e r y
⑬画材･ 額縁末積製額概６k : 3 ~ b ；Ｓｕｅｚｕｍｉ

⑭工芸磯ｊｌｌエ芸店撫患: ，百ＫアクセサリーＩｓｏｋａｗａ

⑮美術陶磁器淡洲堂蝋患i ? －５曹Ｔａｎｓｈｕｄｏ

⑯新古雲術篭i s h i 。新鮒熊７W
②美術品元町美術需 5 ＷＷｆ８ｒ阜
唾己念品･ 附答品平山商会摺 5 1 ) 戸１罫５ｌＷ

＊家具家庭。文化用品F u r n i t u r e ・Ｆａｍｉｌｙ

@家具恋ga目R暴凹感S罵店馳凧伽嗣胤
⑬玩具力メャ製騎鐸泌卿

Ｋａｍｅｙａｒｂｙｓｔｅｒｅ （3 9 1 ）４０４５

⑬メカキ、神戸Ｒ艮鏡院元町通三丁目TheKodeOpticalC｡.,Ltd蝶1.而h品’２
⑫カバ〉大上鞄店徽撫圏ＯｕｅＴｒｕｎｋＣｏ．

⑬勤;噸昆L F &私A C砿A H A錨鳶照訳：
⑮薬品＝星堂薬局鮒燃雑ＳａｎｓｅｉｄｏＰｈａｒｍａＣｙ

⑳〆カネ服部メカネ店＃認､ に懸凪：ＨａｔｔＤｘ－ｉＯｐｔｉｃａｌＳｈｏｐ

②結納儀式用品達藤福寿堂＆恥品雨綴蔦
Ｅｎｄｏ－ＦｕｋｕｊｕｄｏＴｂｒＲｏａｄ

⑳店舗･ 住宅インテリアイリフネ１１; 5 i ) ず晶撰ヅ内装I n t e r i O r l r i f u n e
⑮家具･ ｲ ﾝ ﾃ ﾘ ｱ ﾒ ｰ プルＦＵＪＩＹＡ誌ｊﾓ ﾛ 訂５
＊菓子・喫茶Ｃａｋｅ・T e a - r o o m

月 堂煎燕暴冒⑳曾洋蕊柔風getsudo
⑪瓦煎餅鳥m e諸H ･慕本家撫'緋而｡‘『
画義子鴫j 怠胤. 輪本舗灘､ 澱綱
⑬洋菓子ドンク慰鯉 i 8 T - 曹喫茶Ｄｏｎｑ
⑭ ﾁ ｮ ｺ ﾚ ｰ ﾄ ﾓ ロゾフ塞蔑但認 W リ
喫茶 M o r o z o f f ｛ 3 9 1 ）２１４６
⑮ドイツ菓子ユ－ハイム精3 , Ｆｴ 神6 篭Ｗ
喫茶 J u c h h e i m , ｓＩｋｕｔａＪｉｎｊａＭａｅ

…￥劉曙螺泉諜蕊⑮洋菓子ヒロ

－町通一丁目⑬和菓子二つ茶屋繍｡ : ‘c m 5 ‘ＦｕｔａｔＳＵＣｈａｙａ

⑲蕊子篭n - T a息g o y a砂屋煎駕Ｊ号
⑩菓子 ･ パンベル読弓 ﾝ ｡ 夕首亨Ｂｅｌｌ

⑪ 菓子河南堂蕊 : 熊撒K a n a n d o
⑫ﾁ ｮ ｺ ﾚ ｰ ﾄ コスモポリタン肩3 , Ｆ, 京2 頁Ｉ噺

C O S m O p O l i t a n K y o m a c h i S t r c e t
⑬瓦煎餅菊水総本店灘｡ 瀞駕W : ｌＫｉｋｕｓｕｉＳｏｈｏｎｔｅｎ

⑭喫茶Ｕc c 上島コーーヒショップ誠ﾐ ｶ もタダデ
⑯ﾁ ｮ ｺ ﾚ ｰ ﾄ ゴンチャロフ識力『ｲ 5 ﾂ : ｳ ガキャンデイG o n c h a r o f f

⑮パン･ 喫茶力スカ－ド齢ﾌ i ﾗ 3 ザ：：
Ca s c a d e

＊和洋料理E a t i n g H o u s e
⑪蝿･日本料璽麓ikuyotei 葉

⑲天婦羅お可
Ｏｋａｇａｗａ

⑳寿司諾n.Na患maya駒
⑫とんかつ武

Ｍｕｓａｓｉ
⑬スペイン料理カノレメ

Ｃａｒｍｅｎ
⑭欧風料理ハナワグリ

ＨａｎａｗａＧｒｉｌｌ
⑮ビヤ･ ホールニニュー・トーキョ

ＮｅｗＴｏｋｙｏ

⑳驚蝦蕊g u r e頃y・茶
⑰軽料理蝋｡not雲uboの
⑳レストランオヒ野クラ

ＴｈｅＫｉｔａｎｏＣｌｕｂ
⑲レストランブ・ランドウブ、ラ

ＢｌａｎｃｄｅＢＩａｎｃ
⑳ふぐ・天ぷ栄
ら・寿司S a k a e y a
⑪ 寿司又

Ｍａｔａｈｅｉ
⑫神戸肉大井肉

ＯｏｉＢｅｅｆＳｈｏｐ
＊クラブ・米斗亭N i g h t C l u b
⑬ 料亭松の

Ｍａｔｓｕｎｏｙａ
⑭ナイト ｸ ラプオヒ野クラ

ＴｈｅＫｉｔａｎｏＣｌｕｂ

亭駒jiiI,点惑
川溺Ｗ首需

家島iM篇ii2h魚｡：
蔵鳳懲7 - ﾗ ｬ
ﾝ 屑3 , 帯2 西渇肯

H a n k i y u w e s t E 副ヒ

ル鰯｡ 薦ｒ冒
一鴇9 , 月＃，，噂

Iku E q Y a n a g i S t r c e t

屋j§:M鮒1Wふ0鳥
壷緬l m i I 日0 束“
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ブ綴混ﾗ 2 ブ管ｆ
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K i t a n o - C h o

＊ホテルＨｏｔｅｌ

⑮ホテル解高富, '僻; 1 ﾀ ﾙ ﾎ ﾃ ﾙ
⑰ホテル奄貯t f 1 蹄錦繍テル
⑳観光旅館有馬温泉( 東有馬) 古泉閣

Ｋｏｓｅｎｋａｋｕ

⑪ホテルニューポートホテノレ
ＮＥＷＰＯＲＴＨＯＴＥＬ

＊商社T r a d i n g H o u s e

⑪ビール篭h i E h e 毒酒ＫＫ
⑪麺化製品ナショナルショウルーム

⑩銀行弼嘱Y擬O E 肩B綴, L 毎
⑭瑚誹 ･ 紅茶ＵＣＣ上島瑚誹本社
直輸入
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融｡&『33-W
神戸
0 7 8 （9 0 4 ) Ｏ７３１
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ガフ( トローノミ、

）Ｋ, Ｋ・ロックフィールド／生田区元町通２丁目９５壷0 7 8 ( 3 2 1 ）２９８９
北野ガストロノミ／生田区山本通２丁目1 0 6 ( 北野ローズガーデン1 F ) 霊0 7 8 ( 2 2 2 ) 1 5 2 9
御影ガストロノミ／東灘区御影山手1 丁目2 9 3 番1 （ミカゲガーデンシティ１F ）冠0 7 8 ( 8 4 1 ) 5 5 2 9

レストランフック／生田区栄町通2 - 2 4丑0 7 8 ( 3 3 2 ) 4 1 2 9 (大代）
１１: 3 0 A M ～１０: 0 O P M 日曜･ 祭日５: 0 O P M ～9 : ００無休

大丸神戸店､ジｮｲプﾗザ大丸､阪急百貨店神戸店のﾌｯｸデﾘｶﾃｯｾﾝｺｰﾅｰで。ノ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ｒｖ－

セントジゴージ

唖

一一＝

瀞
司薮凸

宙 雲識言命

ノ

巴

Ki t a n o - C h oの

日曜日。
エトランゼの

家族連れが
遅いめのランチを
楽しみます。
セントジョージの
ランチタイム。

●,

『

『胃ｒ々 ａ丘
琴包ごドモ薯

査塁

Ｉ

唖

ランチタイム１１：００A M ～４g 0 0 P . Ｍ
会員制５: 0 O P M ～１１: 0 O P M

去
尭

■

』

季

や

〆

ランチタイムは会員制ではありません。

Ｌｚｍｃﾉ ｾ 〃e 皿
特製ランチ１‘０００円
ビーフシチューコース２０００円
ラムスコットステーキコース3 , 0 0 0 円
英国風オープンサンドセツト8 0 0 円
お子様ランチ 1 , 0 0 0 円
( その他アラカルトメニュー）

, ＤＦ

Ｉ;&
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神戸もとまち

大丸
電話(078) 3 3 1 - 8 1 2 1

ｽ ｲ ﾑ ズー ﾂ をはじめ､ 各種ﾇ ボﾆ ﾂ 用奄
６階
●

E 写
Z 型

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ 電しなやかなボデr一を応援。
１．２．ｓ階

●

墨嘩な夏の食生活をお手伝い．多鍾霞地１階

賑，銅
一

Ｌ

Ｆ

嫁

､

雲
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